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Zeveroのご紹介



名の経験豊富で多様性に富んだ

エキスパート（ロンドン、東京、


シンガポール）

40+

の世界中の様々な排出量係数をシステム

に実装。AIが最適な係数を自動で


見つけ出して計算

10万+

以上の国のお客様にサービスを提供

20+

私たちZeveroは気候変動に向けた行動を支援する

グローバルチームです
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Zeveroは脱炭素変革を推進するために生まれました

AIをフル活用しScope1-2-3集計を


シンプル・スピーディに

AIがデータを読み取り排出量係数マッ

チングを自動で実施。データを入れる

だけでScope1-2-3を自動計算します

世界中の排出係数データベースも実装

済

AI 炭素会計
世界のESG報告基準に対応

回答案を言語を問わずAIが自動作成の

後、ESG専門家が品質を確認

さらに、SBTIなど国際認証取得も支援、

ESG経営の進化をサポートします

AI ESGLCA/PCF/EPD​
シンガポール政府が開発した最新の

LCAツールと国際経験豊富なグローバ

ルLCAエキスパートが世界基準での

測定・分析を実施。ニーズの高まるPCF

やEPD取得までサポート

SOLUTION



 
 
 
 



 
 
 



 
 
 


OUR CUSTOMERS

プライム上場 B to C 飲料 プライム上場 B to B 産業機器 プライム上場 B to B 産業機器 プライム上場 B to C 医療機器

B to B リサイクル

B to C 飲料自治体 自治体 スポーツ スポーツ

B to B MICEB to B 食品プライム上場G

B to B 産業機器プライム上場

B to B エネルギー B to C 食品

日本でのお客様一例

B to B / B to C、業界、企業規模問わず幅広くご採用いただいています。



提供サービス
AIとコンサルティングの掛け合わせで効率的に支援

AIによる脱炭素経営支援

（Carbon Accounting Solution）
AIの活用とERP連携を軸として、最先端の炭素排出量高
速自動測定エンジンを用いて、国・言語・規制を問わ

ず、貴社サプライチェーンの温室効果ガス排出量を正確

かつ高速に算出致します。
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LCA/PCFサービス
環境技術で目覚ましい進化を遂げているシンガポール科

学技術研究庁が開発した最新ツールを用い、多くのSKU
のLCA算出を高速化し、集計ではなく実際の環境アクシ
ョンに割く時間を創出します。ニーズが高まるPCFも本
技術を用いることで高精度・高品質に分析・報告支援し

ます。
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AIによるESG報告書作成支援

​AIを活用した高速処理エンジンが、社内各ESG関連データ
を自動解析。世界各国・各団体のESG報告書のフォーマッ
トに則した形で報告書を数秒で自動作成。”報告書疲れ”の
副作用を最小限にしつつ、業務の効率化とアクションに割

く時間を増やしながらESG経営を推進します。
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サプライヤーエンゲージメント支援

グローバルのベストプラクティスに基づき、サプライヤープ

ログラムの企画・運営・実装を行い、Scope3削減を推進し
ます。
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Our Service



“地域とともに、世界とつながる”クラブが描く、サステナ
ビリティ戦略の全体設計
欧州サッカークラブの先進事例や国際動向を踏まえ、Jクラブとして先進的なモデル構

築を目指す。気候変動への対応を起点に、持続可能なクラブ経営体制を戦略的に設計。

•

•

環境戦略のロードマップ設計とKPIの明確化

国際的な潮流（例：欧州リーグの取り組み等）を意識した、実行可能性の高い

戦略設計

グローバル基準のサステナビリティへの対応を見据えた、12項目横断での全体

方針設計支援

•

•

•

クラブ内外への発信強化（Web・レポート整備）

サステナ特設ページの再構築と、発信項目・構成の設計サポート

インパクトレポートの構成・原稿支援（対スポンサー／地域／ファン別視

点）

欧州クラブにおける発信手法などを参考に、地域やファンに向けた共感・理

解促進の実現へ

株式会社名古屋グランパスエイト 様

CUSTOMERS

ホームゲーム単位(一部アウェイ)でのLCA算定

・試合開催に伴うCO₂排出量をLCA手法により可視化。

・会場、観客移動、飲食、エネルギー使用などを網羅し、試合単位で環

境負荷を定量的に把握。将来的な削減施策立案やファン・パートナーと

の共創型アクションに向けた基盤を構築。



2030年カーボンハーフ・2050年Net Zeroという東京都の
削減目標達成を見据えた、都職員の文化の改革を狙う

"環境先進都市東京"に向けて

都内4,000以上の公共施設の排出量を可視化し

全職員が自分事として排出削減を行う東京都へ

1

2

3

CUSTOMERS

東京都 様
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国家規模のGDPを誇る自治体として、全施設の排出量を
ボトムアップで算定するという前例を見ない先進的な取組を推進

各施設ごとが競い合い・成功事例を共有できる基盤として全職員が
排出データ探索を行えるデータ基盤を構築

施策推進を行うための判断軸となる原単位(築年数・床面積・
用途等)を定義し、年度単位での各原単位ごとの排出削減のPDCA
サイクルを推進する







イベントの
サステナビリティ
実施する背景















イベントLCA

の算定について



イベントLCAとは



ZeveroのイベントLCAツール
以下の8つのカテゴリーから総カーボンフットプリントを算出します



算定対象イベント

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

＜イベント概要＞

名称：第2回Japan Drone／次世代エアモビリティEXPO 2025 in 関西

テーマ：関西広域地区における ドローン・次世代エアモビリティの新たなビジネスモードへのチャレンジ

会期：2025年11月26日（水）・27日（木） 10：00～17：00　※11月24日（月）搬入、25日（火）レセプションを含める

会場：ナレッジキャピタル コングレコンベンションセンター

主催：一般社団法人日本UAS産業振興協議会（JUIDA）

共催：株式会社コングレ

出展者数：81社・団体（予定）

来場者数：3,006名（2日間合計）

 

＜前回実績＞

出展者数：85社（海外3社）

来場者数：3,085名（2日間合計）
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103.3 tCO2e

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

移動

物品・レンタル・サービス

宿泊

エネルギー

飲食

廃棄物

42.6

32.5

18.6

6.9

2.2

0.5

主催者合計

ブース出展者合計

83.7

19.6

第2回Japan Drone／次世代エアモビリティEXPO 2025 in 関西

イベント全体のCO2排出量（主催者＋ブース出展者合計）

19%

81%

tCO2e tCO2e

イベント全体

103.3

 0.034 tCO2e（34kgCO2e）

1.28 tCO2e
出展者 1社あたり排出量（81社）

来場者 1人あたり排出量（3 ,006名）
→

→
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KgCO2e
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交通手段別排出量

•

•

•

主催者側で管理している一般

来場者及び登壇者、スタッフ

の合計1,745人のうち、集計
不可だった6人を除いた
1,739人を対象に、交通手段
別の排出量を分析した。

最も排出の多かった交通手段

は、航空機（海外）で13.9ト
ン、移動の36%を占めた。航
空機（国内）と合わせると

21.0トンとなり、移動の
55%となる。

一方、交通手段別の人数を見

ると、鉄道が1,388人と8割
を占め、一人あたりの排出が

小さいことがわかる。

tCO2e「移動」の分析
交通手段別排出量

鉄道：80%
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•

•

•

•

•

•

•

◆ブース出展社向けの簡易レポート（数値などはダミー）

＜特徴と構成＞

宛名を入れて出展者1社ずつカスタマイズした仕様

ヘッダーにコングレ社と弊社のロゴを配置

イベント全体の排出量、来場者1人あたり排出量、ブース出展者の排出量を数値
で明記

イベント全体の排出量の内訳、ブース出展社の排出量の内訳を円グラフで表記

使用したデータベース、参考文献などを記載

 

＜ポイント＞

出展者ごとに宛名入りで排出量と内訳を提示することで、「自社のどこを減ら

すべきか」が直感的に理解でき、次回以降の改善アクションにつなげやすい。

主催者としては、簡易レポートの配布を“参加価値”として提供でき、出展者に
対するマーケティングへの活用や、イベントのサステナブル運営をアピールす

ることで、差別化の切り口にもなる。
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•

•

•

•

•

◆第2回イベント 安全対策シンポジウムイベント全体のCO2排出量

 

アンケートへのご回答に感謝する。これにより、LCAの算出に必要なデータの
収集が完了した。

今回の合計推定排出量は3.712 t-CO2であり、これはスギの木約264本が1年
間に吸収する量に相当する。

なお、廃棄物関連のデータおよび当日の実際の電力使用量が計算に含まれて

いないため、最終的な排出量はさらに増加する見込みである。

来場者の内訳については、50%が名古屋市内から、25%が東京からの来場であ
った。移動手段は70%が鉄道を利用し、残りの30%が自家用車または社有車で
あった。来場者が近隣地域中心であったこと、および大半が公共交通機関を利

用したことにより、移動に伴う排出量は低く抑えられている。

「物品購入・レンタル・サービス」の項目においては、展示施工・装飾が全体

の54%を占め、次いで機材レンタルが24%を占める結果となった。
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イベントのカーボンフットプリントの内訳
移動が平均的に４割を示す、その後、スペースとブースのデザイン、


会場で使用するエネルギーが排出量原として高い





サプライチェーン
への影響





















イベント調達の 「新方程式」

コストと品質だけで選ばれる時代は終わりました。 

安全性とサステナビリティもイベントの成否を決める柱です。



 

 

 

Disclaimer
This document has been prepared solely for the purpose of presenting relevant information regarding Zevero Ltd.  

(“Zevero”), and this document is not intended for a solicitation of any investment. 
The information on industry, market trends or economic and other conditions contained in this document is prepared 
based on the information currently available, and Zevero is not liable for the truthfulness, accuracy or completeness of 

such information. 
Any forward-looking statements, including targets, plans, estimations, forecasts and expectations, contained in this 
document are based on the current judgments and opinions of Zevero as of the date of this document, and involve certain 

risks, uncertainties and other factors. Due to factors, the actual results of Zevero may be materially different from 
statements contained or implied in this document.


